
空港敷地内安全監視システム

OKUDAサーバー応用事例集

広大な空港敷地内の安全監視に。

駅と空港側ゲートの監視

一般車両進入禁止の
ゲート監視

整備車両の管理や
危険物保管所の監視

一般車両等の通行監視

不法侵入者などの監視

滑走路・敷地内への動物の

侵入等異物の確認や
天候状態に因る
環境変化の確認

[ご注意]
ここに掲載するOＳボックスの応用事例は、既に実施中のもの、提案をしたが実現に至らなかったものなどを含めてユーザー各位がOＳボックスの応用を検討するヒントになればと掲載するものです。動作を保証するものではなく、
またこれにより実施権を与えるものではありません。
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＊複数箇所のカメラ映像を一箇所（複数センターでも可能）から監視/閲覧でき、音声双方向の機能を利用すれば

　現地との直接通話も可能です。

＊接点信号の入出力ポートを利用すれば、遠隔でのセンサー発報を受信する事や、機器等のスイッチ制御にも対応できます。

＊映像を受ける側に「OsCTV」を設置すれば、映像をTV受像機やプロジェクターで表示することができるので、操作に

　特別な意識をもたなくても、気軽に監視/表示システムが構築できます。　

＊飛行機の離着陸シーン等、映像/画像を取り込んだ素材はホームページなどで一般公開向けにもご活用いただけます。

これは基本的なシステムであり、管理体制、周辺事情に合わせたカスタマイズが可能です。

監視・管理センター など可動カメラ OＳボックス

PC
専用車両
進入ゲート監視

OsCTV

OsCTVを使用するとTV受像機やプロジェクターでも

リアルタイム映像を表示できます。

第三倉庫作業状況

整備場ゲート

敷地内案内板 など
危険物管理場監視

備品管理
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	Text1: ※カメラとOSボックス間にデジタルレコーダーを設置し制御することも可能です（日立・三菱機材の検証済レコーダーにおいて）


